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 令和４年度第１回湘南東部地区保健医療福祉推進会議において、
合意に至らなかった医療法人社団康心会に係る2025プランの更新に
ついて継続協議を行う

1. 2025プラン変更の概要

2. 前回会議の振り返り

3. 第２期工事完了後の病床機能について

4. 法人からの説明（資料２法人提出資料）
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１ 2025プラン変更の概要

茅ヶ崎中央病院の隣接地である茅ヶ崎第一駐車場の跡地土地利活用事業の優先交渉権者とし
て採択されたことを踏まえ、茅ヶ崎新北陵病院の全病床（許可病床数276床）を跡地に新設
する建物へ移転し、茅ヶ崎中央病院とつながった一体的な病院（総病床数476床）として運
用する。

（旧計画／第２期工事完了後 令和５年１月～）
一般224床・療養100床の計324床

（新計画／第３期工事完了後 令和7年冬頃～）
一般268床・療養208床の計476床

既存 一般100床

H27配分済 療養100床

茅ヶ崎新北陵病院から
一般124床

工事完了、運
用開始後に変
更許可の手続
きを経て移転
予定

既存 一般100床

H27配分 療養100床

茅ヶ崎新北陵病院から
一般124床

茅ヶ崎新北陵病院から
152床（一般44床、療養108床）

駐車場跡地建
物整備後運用
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１ 2025プラン変更の概要（茅ヶ崎中央病院）

一
般

療
養

計
一
般

療
養

計
高度
急性
期

急性
期

回復
期

慢性
期

計
高度
急性
期

急性
期

回復
期

慢性
期

計

100 0 100 268 208 476 0 100 0 0 100 0 104 100 272 476
病床移
転

・現在、平成27年度病床整備事前協議において配分した療養病床100床につ
いて二期工事中（令和４年12月竣工予定）

＜令和５年１月＞　【従前からの計画】
・茅ヶ崎新北陵病院より、124床の移設と100床の新規増床により、急性期100
床から324床（急性期104床、回復期100床、慢性期120床）へ増床
（透析センター（コンソール18台⇒25台）、リハビリテーションセンターの拡張
（700㎡））
・これにより、急性期から回復期、慢性期までの一環した治療が中心市街地の
一医療機関にて提供できる

＜令和７年初頭（令和６年度）＞【昨年示された新たな計画】
・隣接地である茅ヶ崎第一駐車場の跡地土地利活用事業の優先交渉権者とし
て採択されたことを踏まえ、三期工事を令和４年９月頃開始、令和６年末頃竣
工予定
・茅ヶ崎新北陵病院より152床の移設により、３病棟を開設し、324床から476床
へ増床予定
・新病棟には、感染症対策病室を設置し、感染対応を強化予定
・新病棟にて、神経難病への対応を強化予定

④病床機能（変更後） 今後の
機能転
換等の
有無

計画の概要・スケジュール等

①許可病床数 ②許可病床数 ③病床機能（変更前）

令和４年度第１回湘南東部地区保健医療福祉推進会議資料２抜粋
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１ 2025プラン変更の概要（茅ヶ崎新北陵病院）

一
般

療
養

計
一
般

療
養

計
高度
急性
期

急性
期

回復
期

慢性
期

計
高度
急性
期

急性
期

回復
期

慢性
期

計

168 108 276 0 0 0 0 0 58 218 276 0 0 0 0 0
病床移
転

＜令和５年１月＞【従前からの計画】
茅ヶ崎中央病院の二期工事完了後、１月に124床を茅ヶ崎中央病院へ移設
し、残る152床（一般44床、療養108床）で慢性期機能を継続。

＜令和７年初頭（令和６年度）＞【昨年示された新たな計画】
茅ヶ崎中央病院の三期工事完了後、残る152床を全て移設

＜令和７年夏頃＞
・茅ヶ崎新北陵病院内の改修工事を経て、２階３階に湘南さくら病院（精神単科
病院）より、精神病床156床を移設、４階５階に介護老人保健施設ふれあいの
丘を移転
・現在、周辺住民が利用されている、外来診療機能及び介護保険による在宅
サービス機能は継続する計画。茅ヶ崎新北陵病院の工事期間中も周辺住民が
継続してご利用できるように、現在行政機関と調整中。
＜参考＞
茅ヶ崎新北陵病院で行われている外来診療内科
⇒整形外科、歯科　等
茅ヶ崎新北陵病院で行われている在宅事業
⇒通所リハビリ、訪問看護、訪問リハ、訪問介護、居宅介護支援

計画の概要・スケジュール等

①許可病床数 ②許可病床数 ③病床機能（変更前） ④病床機能（変更後） 今後の
機能転
換等の
有無

令和４年度第１回湘南東部地区保健医療福祉推進会議資料２抜粋

※ 2025年の機能として一般・療養病床は０床になるが、精神科病床、外来、在宅事業の運用は継続する。
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２ 前回会議の振り返り

 今後さらなる法人内病床移転により、急性期104床を増やすことがないようにとい
うことを地域の意見・要望として法人に伝える。

 市民のためにきっちりとした機能分担をやってほしい。
 今後どういった医療を展開していくのか、方針について会議で共有してほしい 等

会議結果を県・市より法人へ伝達

本日の会議において、法人から改めて計画について説明いただき、協議すること
としたい

【主な意見】
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３ ２期工事完了後の病床機能について①

① 現状の機能 令和４年12月まで

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 合計

中央 ０ １００ ０ ０ １００

新北陵 ０ ０ ５８ ２１８ ２７６

 2025年の病床機能に変更はないが、２期工事完了後の一定期間について、
一部の機能が変更になる。

【理由】
・新北陵病院で算定している「回復期リハビリテーション入院基本料１」を移転後も
継続して算定するために、実績の積み上げと人員確保を行うため
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３ ２期工事完了後の病床機能について②

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 合計

中央 ０ １０４ １００ １２０ ３２４

新北陵 ０ ０ ０ １５２ １５２

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 合計

中央 ０ １０４ ４８ １７２ ３２４

新北陵 ０ ０ ５８ ９４ １５２

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 合計

中央 ０ １０４ １００ ２７２ ４７６

新北陵 ０ ０ ０ ０ ０

② ２期工事完了後（H27配分病床の整備に係る工事）の機能 令和５年１月～

③ ３期工事完了後（駐車場土地利活用事業に係る新築工事）の機能 令和７年初頭～

【当初計画】 【変更後】

稼働から一定期
間回復期48床に
より実績の積み
上げ、徐々に基
準を上げて2年後
には回リハ１の
基準で提供予定
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※2025年の病床機能は
当初計画から変更なし


